


















































































「第九号」と墨書。墨付 245 丁（ただし、53 丁
裏・151 丁裏・242 丁表は白紙）、遊紙は 2丁
























































































































































































































は 1198 年、元暦元年は 1184 年。
③歌本文について




















































































































35 なごのうみの 詞書　よめる－ナシ ○ ○
38 春の夜の 詞書　守覚法親王、五十首歌よませ侍りけるに－ナシ ○ ○
39 しるらめや 詞書　よみける－よみはべりける △ △
81 我がこころ 詞書　歌合歌－哥合に ○ ○
83 いまさくら 詞書　たてまつりしに－奉し時 ○ ○
99 さくらさく 詞書　侍りしをり－はへりけるおり ○ ○
104 ももしきの 作者　赤人－山邊赤人 ○ ○
106 霞たつ 詞書　歌合に－哥合の哥 ○ ○
115 ちりちらす 四句　たなびく山の－立田の山の ○ ○
116 山さとの 初句　山さとの－山寺の ○ ○
118 山さくら 詞書　よみ侍りける－よめる ○ ○
123 このしたの 初句　このしたの－木のもとの ○ ○
191 郭公 詞書　侍りけるに－侍りける ○ 侍りければ
226 小山田に 詞書　釋阿－釋阿に　たまはせ侍りし時－たまはせし時　　　△／○ ○／○
257 まどちかき 詞書　いへる－いふ　　まつりし時－まつりしに ○／○ ○／○
258 むすぶてに 五句　かたぶきにける－傾きにけり ○ ○
261 すずしさは 詞書　水辺冷自秋－水辺涼自秋 ○ ○
262 みちのべに 五句　立ちとまりつれ－立ちとまりけれ ○ ○
263 よられつる 二句　野もせの－野面の ○ ○
274 ひさぎおふる 詞書　よめる－よみ侍りける　 ○ ○
五句　夕かぜ－初風 ○ ○
275 白露の 三句　ませの中に－ませの内に ○ ○
283 なつはつる 四句　いづれかまづは－いつれか先に △ △
292 あけぬるか 詞書　侍りけるに－はへりける時　　 ○ ○
作者　家隆朝臣－藤原家隆朝臣 △ △
305 をぎの葉も 詞書　たてまつりける時－奉し時　　 ○ ○
五句　つまとなりけむ－妻となるらん ○ ○
314 このゆうべ 作者　赤人－山邊赤人　　 ○ ○
二句　ふりつる雨は－ふりくる雨は ○ ○
315 としをへて 詞書　大臣の家に－大臣家に　侍りけるに－はへりける ○／○ △／○
322 いかばかり 二句　身にしみぬらむ－身に入ぬらむ ○ ○
327 たなばたは 作者　貫之－紀貫之 ○ ○
328 河水に 詞書　中に－奉りけるに ○ ○
340 うすぎりの 作者　清輔朝臣－藤原清輔朝臣 ○ ○
379 いつまでか 詞書　月の歌－月哥中に ○ ○
390 ふけゆかば 詞書　たてまつりし時－奉し時秋哥中に ○ ○
392 ながめつつ 作者　家隆朝臣－藤原家隆朝臣 ○ ○
394 時しもあれ 詞書　歌合－哥合に ○ ○
402 こととはむ 四句　浪と月とに－月と浪とに ○ ○
415 ながめつつ 二句　おもふもぬるる－思ふにぬるゝ △ △
420 さむしろや 作者　定家朝臣－藤原定家朝臣 ○ ○
422 ゆくすゑは 詞書　たてまつりし時－奉りけるに たてまつりしに ○
467 庭のおもに 作者　基俊－藤原基俊 ○ ○
473 むしのねも 作者　家隆朝臣－藤原家隆朝臣 ○ ○
478 さとはあれて 詞書　衣うつと－衣をうつと ○ ○
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480 秋とだに 作者　定家朝臣－藤原定家朝臣 ○ ○
486 秋はつる 詞書　九月十五夜－九月十三夜 ○ ○
488 ひとめみし 詞書　侍りけるに－はへりける時 ○ ○
490 秋の夜は 詞書　つごもりがたに－ついたちかたに ○ △
506 秋風の 作者　家隆朝臣－藤原家隆朝臣 ○ ○
509 いまよりは 詞書　題しらず－ナシ　五句　菊の上の露－菊のしら露 ○／○ ○／○
516 いろかはる 五句　のべの秋風－野への秋哉 ○ ○
527 こころとや 詞書　よみ侍りけるに－よみけるに △ ○
　　　紅葉－紅葉を ○ △
530 たつた山 初句　たつた山－立田川 ○ ○
532 時わかぬ 作者　定家朝臣－藤原定家朝臣 ○ ○
533 故郷は 作者　俊頼朝臣－源俊頼朝臣 ○ ○
537 露しぐれ 作者　家隆朝臣－藤原家隆朝臣 ○ ○
541 あすかがわ 三句　かづらきの－神なひの　 ○ ○
五句　吹きぞしくらし－吹そしぬらし 吹きぞしぐるゝ ○
543 紅葉ばを 詞書　侍りけるに－はへりける比 ○ ○
546 うちむれて 詞書　よみ侍りける－よめる ○ ○
548 かくしつつ 三句　おいぬれど－老ぬれは ○ ○
557 日くるれば 作者　俊頼朝臣－源俊頼朝臣 ○ ○
558 おのづから 四句　木の葉ふりしく－木のはふきまく △ △
562 はつしぐれ 五句　そめずや有りけむ－そめすやあるらん ○ ○
602 紅葉ばは 初句　紅葉ばは－紅葉ゝを ○ ○
604 秋の色を 作者　雅経－藤原雅経 ○ ○
606 我がかどの 二句　かり田のねやに－かり田の面に ○ ○
610 かげとめし 作者　雅経－藤原雅経 ○ ○
616 君こずは 作者　清輔朝臣－藤原清輔朝臣 ○ ○
619 草のうへに 作者　好忠－そねのよしたゝ ○ ○
621 しぐれつつ 三句　花なれば－花なれと ○ ○
641 うばたまの 作者　赤人－山邊赤人 ○ ○
651 風さゆる 作者　正三位季経－正二位季経 ○ ○
652 はかなしや 作者　雅経－藤原雅経 ○ ○
659 ふる雪に 作者　基俊－藤原基俊 ○ ○
671 こまとめて 作者　定家朝臣－藤原定家朝臣 △ ○
673 夢かよふ 作者　有家朝臣－藤原有家朝臣 ○ ○
676 雪のみや 作者　貫之－紀貫之 ○ ○
704 ゆくとしを 作者　有家朝臣－藤原有家朝臣 ○ ○
710 君が代の 作者　貫之－紀貫之 ○ ○
713 君が代に 三句　おほけれど－おほけれは △ △
717 山川の 作者　興風－藤原興風 ○ ○
718 いのりつつ 詞書　屏風歌－屏風哥に ○ ○
719 山人の 初句　山人の－仙人の ○ ○
720 神無月 作者　清原元輔－元輔 ○ ○
722 くもりなく 詞書　くまなかりける－くまもなかりける　 ○ ○
　　　侍りける－はへりける時 ○ ○
730 君が代は 二句　ひさしかるべし－久しかるへき ○ ○
739 我がみちを 作者　定家朝臣－藤原定家朝臣 ○ ○
743 年へたる 作者　清輔朝臣－藤原清輔朝臣 ○ ○
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751 くもりなき 詞書　悠紀屏風に－悠紀方屏風に △ ○
754 神世より 詞書　寿永元年－仁安元年 ○ ○
755 たちよれば 詞書　建久九年－元暦元年 ○ ○
756 ときはなる 詞書　おなじ大嘗会－建久九年大嘗會 おなじき大嘗会 ○
772 さもこそは 詞書　返し－御返し ○ ○
787 いまはさは 詞書　さがのへんに－さかのほとりに ○ ○
788 玉ゆらの 作者　定家朝臣－藤原定家朝臣 ○ ○
793 くちもせぬ 詞書　中将のつかと－中将のはかと ○ ○
795 うき世には 詞書　法輪に－法輪寺に △ ○
798 故郷を 詞書　よみ侍りける時－よみける哥 よみ侍りける歌 よみ侍りける歌
802 おもひいづる 四句　たぐひしられぬ－乱しられぬ ○ ○
808 ほしもあへぬ 作者　道信朝臣－藤原道信朝臣 △ ○
820 みし人の 詞書　見侍りてよめる－見はへりて △ △
826 かきとむる 詞書　み侍りける－見はへりけるに △ △
828 かぎりなき 二句　おもひのほかの－思ひの程の △ △
三句　夢のうちは－夢の中は ○ ○
830 世中は 作者　清輔朝臣－藤原清輔朝臣 ○ ○
833 きのふみし 三句　おどろけど－おとろけは ○ ○
851 白玉か 作者　業平朝臣－在原業平朝臣 ○ ○
878 かへりこむ 作者　基俊－藤原基俊 △ ○
883 たれとしも 詞書　侍りける－侍ける時 △ △
885 きみいなば 詞書　まかりける人－まかる人に まかりける人に ○
886 たのめおかむ 詞書　いでたち侍りけるに－出立ける ○ ○
887 さりともと 二句　猶あふ事も－なをあふことを △ △
891 わするなよ 作者　定家朝臣－藤原定家朝臣 ○ ○
893 都をば 二句　心をそらに－心のそらに ○ ○
903 しなのなる 作者　業平朝臣－在原業平朝臣 ○ ○
905 草枕 作者　貫之－きのつらゆき ○ ○
911 神風や 初句　神風や－神風の △ △
912 故郷の 詞書　山山寺寺－山／＼寺／＼に ○ ○
915 旅衣 詞書　いつほどに－いつほと  とひければ－はへりけれは ○／△ ○／○
916 ふねながら 作者　実方朝臣－藤原実方朝臣 ○ ○
928 太山路に 五句　雪つもりつる－雪つもりつゝ △ △
932 夏かりの 詞書　家に－家　　侍りける－はへりけるに ○／△ ○／○
938 月見ばと 二句　契りおきてし－契て置し ○ ○
947 ゆくすゑは 詞書　たてまつりし時－奉しに △ △
952 いづくにか 作者　定家朝臣－藤原定家朝臣 ○ ○
954 故郷に 作者　家隆朝臣－藤原家隆朝臣 ○ ○
955 しら露の 作者　雅経－藤原雅経 ○ ○
968 わすれなむ 作者　定家朝臣－藤原定家朝臣 ○ △
969 ちぎらねど 作者　家隆朝臣－藤原家隆朝臣 ○ ○
977 おぼつかな 詞書（述懐百首よみ侍りけるたびの歌）－千五百番哥合に △ △
980 そでにふけ 作者　定家朝臣－藤原定家朝臣 ○ ○
982 宮こにも 作者　定家朝臣－藤原定家朝臣 ○ ○
1009 煙たつ 作者　深養父－清原深養父 ○ ○
1017 いくかへり 作者　能宣朝臣－大中臣能宣朝臣 ○ ○
1047 心のみ 詞書　なきつるは－なきけるは ○ ○
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1073 かぢをたえ 詞書　たてまつりし時－奉しに ○ ○
1080 みるめかる 作者　業平朝臣－在原業平朝臣　 ○ ○
二句　方やいづくぞ－方やいつくと ○ ○
1117 すまの海士の 作者　定家朝臣－藤原定家朝臣 ○ ○
1128 たのめおきし 詞書　たてまつりしに－奉し時 ○ ○
1187 たれゆきて 詞書　みちの－心ち こゝちの こゝちの
1188 きえかへり 詞書　まかれりけるに－まかりけるに ○ ○
1218 山しろの 作者　重之－源重之 ○ ○
1246 かすむらん 詞書　まだとしもかへらぬに－としもかへらぬに ○ ○
1316 さても猶 四句　雲ふく風の－雲ふく風も △ △
1327 心こそ 詞書　尋恋を－尋恋 △ △
1329 いきてよも 二句　あすまで人も－あすまて人は ○ ○
1387 あふと見て 三句　あけぬなり－あけにけり ○ ○
1388 ゆかちかし 初句　ゆかちかし－ゆかちかく ○ ○
1395 ながれいでむ 四句　もとめぬ袖の－　　ぬ袖の ○ ○
1437 山陰や 詞書　侍りけるに－はへりける ○ ○
1443 おそくとく 四句　誰がうゑおきし－誰植をける ○ ○
1444 百城に 詞書　よみ侍りける－よめる　初句　百城に－百敷に ○／△ ○／△
1449 みちのべの 詞書　柳を－柳 ○ ○
1450 昔みし 作者　深養父－清原深養父 ○ ○
1456 なれなれて 詞書　先まかりて－まかりて ○ ○
1457 故郷と 詞書　むすびつけて－むすひつけ ○ ○
1459 をる人の 詞書　みこの－みこのもとに ○ ○
1480 八重ながら 詞書　実方朝臣－実方朝臣に 作者表記ナシ ○
1498 秋やくる 詞書　つかはしてけるに－つかはして侍けるに △ △
1503 うき雲に 五句　ひまもりにける－ひまもりにけり ○ ○
1514 都にも 詞書　よみ侍りける－よめる ○ ○
1515 淡路にて 五句　心からかも－所からかも ○ △
1518 たのめこし 三句　山風に－山のはに ○ ○
1536 ふけにける 五句　かたぶきにける－傾きにけり ○ ○
1539 秋をへて 詞書　めししに－めしゝ時 ○ ○
1545 都なる 詞書　おくれりける－侍ける ○ ○
1548 雲をのみ 四句　月よこずゑに－月や梢に ○ ○
1550 あやしくぞ 詞書　いつばかりの－いつはかりよりの △ ○
1575 うつろふは 詞書　給ひて－たまひて後 △ △
1579 君が代に 作者　家隆朝臣－藤原家隆朝臣 ○ ○
1594 年ふれば 詞書　よみ侍りける－よめる ○ ○
1602 あまをぶね 作者　俊頼朝臣－源俊頼朝臣 ○ ○
1603 和歌の浦を 詞書　こころをよめる－心を ○ ○
1615 風になびく 五句　我が心かな－我おもひ哉 △ △
1624 滝の音 五句　夢はみてまし－夢は見せけり △ △
1653 ひさかたの 作者　有家朝臣－藤はら有家朝臣 ○ ○
1655 天の川 作者　実方朝臣－藤原実方朝臣 ○ ○
1664 いつかわれ 作者　家隆朝臣－藤原家隆朝臣 ○ ○
1668 かげやどす 作者　雅経－藤原雅経 ○ ○
1686 わくらばに 作者　定家朝臣－藤原定家朝臣 ○ ○
1708 あしがもの 作者　能宣朝臣－大中臣能宣朝臣 ○ ○
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1709 老いにける 作者　順－源順 △ ○
1717 いにしへの 詞書　しほがまの浦－塩かまの浦を ○ ○
1725 おほよどの 作者　定家朝臣－藤原定家朝臣 ○ ○
1763 君が代に 作者　雅経朝臣－雅経 ○ ○
1791 ちとせふる 二句　松だにくつる－松たにくゆる △ ○
1792 かずならで 作者　俊頼朝臣－源俊頼朝臣 ○ ○
1794 春日山 作者　家隆朝臣－藤原家隆朝臣 ○ ○
1798 いにしへの 作者　道信朝臣－藤原道信朝臣 ○ ○
1802 こがらしの 詞書　（秋雨を）－題しらす 詞書ナシ △
1822 をざさ原 三句　消えやらず－消やらて 消えやらずでイ ○
1844 すゑのよも 詞書　寂蓮－寂蓮法師　いなび侍りて－いなひて ○／○ ○／○
1855 夜やさむき 詞書　侍りける時－侍る時 ○ ○
1861 われたのむ 詞書　人－人の ○ ○
1880 やはらぐる 詞書　よみ侍りける－よめる ○ ○
1900 をしほ山 四句　ちぎりしはるは－契し色は △ △
1914 さかきばの 作者　能宣朝臣－大中臣能宣朝臣 ○ ○
1950 いにしへの 五句　くもらざりけむ－くもらさりけり ○ ○
1967 いまぞこれ 詞書　よみ侍りける時に－よみはへりける ○ △
1978 やみはれて 詞書　よみ侍りける－よめる ○ ○

